
数学 NO.２８
〈解答〉

1　⑴　x＝ 2， 4 		 	 	 	⑵　x＝－ 7，－ 2 		 	 	⑶　x＝－ １， １2
　　⑷　x＝ 0，－ 4     ⑸　x＝－ １± √５     ⑹　x＝ 8，－ １

　　⑺　x＝－ 3，－ 2    ⑻　x＝ 3± √１9    ⑼　x＝ 3±√33 2
2　⑴　１５0円　　 ⑵　x＝５0　　 ⑶　 １ m　　 ⑷　x＝ 2　　 ⑸　a＝－ 3， ５（完答）

配点　各 2点　28点満点

〈解説〉
1　⑴　　　　x2－ 6 x＝－ 8
　	　　　　x2－ 6 x＋ 8 ＝ 0
　　 ( x－ 2 )( x－ 4 )＝ 0
　　　　　　　　　  x＝ 2， 4

⑵　　　　x2＋ 3 x＝－ 6 x－１4
　　		 x2＋ 9 x＋１4＝ 0
		( x＋ 7 )( x＋ 2 )＝ 0
　　　　　　　  x＝－ 7，－ 2

　　⑶　　　x＋ １ ＝ 2 x2＋ 2 x
　	　　 2 x2＋x－ １ ＝ 0

　　　　　　 	 x＝－ １±√１
2－ 4 × 2 ×（－ １） 
2 × 2

　　　　　　　　x＝－ １± 3  
4

　　　　　　　　　　　　　x＝－ １， １2

⑷　x(x＋ 3 )＝－x
　 　   x2＋ 3 x＝－x
　 　  x2＋ 4 x＝ 0　
　   x( x＋ 4 )＝ 0
　　　　　  x＝ 0，－ 4

　　⑸　x( x＋ 2 )＝ 4
　 　　　　x2＋ 2 x＝ 4
　　　x2＋ 2 x＋ １ ＝ 4＋ １
　　　　( x＋ １ )2＝ ５
　　　　　  x＋ １ ＝±√５   
　　　　　　　   x＝－ １± √５

⑹　　  ( x－ 2 )2＝ 3 x＋１2
　 　x2－ 4 x＋ 4 ＝ 3 x＋１2
　　  x2－ 7 x－ 8 ＝ 0　
 ( x－ 8 )( x＋ １ )＝ 0
　　　　　　　 x＝ 8，－ １

　　⑺　( x－ １ )2＋ 7 ( x－ １ )＋１2＝ 0
　　　　　　　   x－ １ ＝Mとする
　　　　 M 2＋ 7 M＋１2＝ 0
　　 (M＋ 4 )(M＋ 3 )＝ 0
　　　　　　　　　  M＝－ 4，－ 3 	
　　x－ １ ＝－ 4よりx＝－ 3
　　x－ １ ＝－ 3よりx＝－ 2

⑻　 １2 x2－ 3 x－ ５ ＝ 0

　　　  x2－ 6 x－１0＝ 0 　
　　　　　  x2－ 6 x＝１0　
　　　  x2－ 6 x＋ 9 ＝１0＋ 9
　　　　  ( x－ 3 )2＝１9
　　　　　　 x－ 3 ＝± √１9
　　　　　　　　 x＝ 3± √１9



2　⑴ 　通常１00円の商品を x 円値上げして売ったとすると，値段は(１00＋x )円とおける。
また，売れる個数は(400－ 2 x )個と表せる。売り上げが4５000円なので以下の方程
式が成り立つ。

　　　　　　　　　(１00＋x )(400－ 2 x )＝4５000
　　　　　　　　　  － 2 x2＋200	x－５000＝ 0
　　　　　　　　　　　  x2－１00	x＋2５00＝ 0
　　　　　　　　　　　　　　 ( x－５0)2＝ 0
　　　　　　　　　　　　　　　　　    x＝５0
　　　　　５0円値上げしたことがわかるので，売った値段は１00＋５0＝１５0(円)となる。

　　⑵ 　一昨年の受験者数は５00人であったので，今年の受験者数は x ％増加したことから

　　　５00＋５00× x
１00 ＝５00＋ ５ x(人)

　　　となる。今年はさらに x ％増加したので

　　　(５00＋ ５ x )＋(５00＋ ５ x )× x
１00（人）

　　　とおける。この人数が１１2５人なので以下の方程式が成り立つ。

　　　　　　　　　(５00＋ ５ x )＋(５00＋ ５ x )× x
１00＝１１2５

　　　　　　　　　　　　　　５00＋ ５ x＋ ５ x＋ x2
20 ＝１１2５

　　　　　　　　　　　　　　　   x2＋200	x－１2５00＝ 0
　　　　　　　　　　　　　　　( x＋2５0)( x－５0)＝ 0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   x＝－2５0，５0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x＞ 0なので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   x＝５0

　　⑶ 　道幅を x mとして，次頁右上の図のように花壇を合わせた形で考えると，合わせ
た花壇の縦は( 8 － 2 x )m，横は(１2－ 4 x )mと表せる。花壇の面積の和が，もとの
土地の面積の半分なので，以下の方程式が成り立つ。

　　⑼　0.5		x2－1.5	x＝ 3
　　　　   ５ x2－１５	x＝30
　　　   x2－ 3 x－ 6 ＝ 0

　　　　　　　　  x＝ 3±√32－ 4 × １ ×（－ 6） 
2 × １

　　　　　　　　  x＝ 3±√33 
2



　　　　　　　　　( 8 － 2 x )(１2－ 4 x )＝ 8 ×１2÷ 2
　　　　　　　　　　　　96－５6	x＋ 8 x2＝48
　　　　　　　　　　　　8 x2－５6	x＋48＝ 0
　　　　　　　　　　　　　x2－ 7 x＋ 6 ＝ 0
　　　　　　　　　　   ( x－ 6 )( x－ １ )＝ 0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　x＝ 6， １
　　　　　　　　　ここで x＝ 6は条件に合わないので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　x＝ １
　　　　よって，求める道幅は １ mとなる。

　　⑷ 　合同な直角二等辺三角形 4つを合わせると １辺がx ㎝の正方形になる。取り除いた

残りの部分の面積がもとの正方形の面積の 34 となるので以下の方程式が成り立つ。

　　　　　　　　　 4× 4－x2＝ 4 × 4 × 34
　　　　　　　　　　　１6－x2＝１2
　　　　　　　　　　　　　x2＝ 4
　　　　　　　　　　　　　 x＝± 2
　　　　　　　　　　　　　 x＞ 0なので
　　　　　　　　　　　　　 x＝ 2

　　⑸ 　直線 y＝－2 x＋５…①，y＝x＋2…②との交点Aの座標を求めると，連立方程式を
解いてA（１， 3）である。x＝a …③よりB（ a，－2 a＋５），C（ a，a＋2）とおける。

　　　ⅰ  ③が点Aより左にある場合
　　　　　BCの長さは(－ 2 a＋ ５ )－( a＋ 2 )＝－ 3 a＋ 3とおける。
　　　　　AからBCに下ろした垂線の長さは １－aとおける。
　　　　　△ＡＢＣの面積が24なので以下の方程式が成り立つ。

　　　　　　(－ 3 a＋ 3 )×( １ －a )× １2 ＝24

　　　　　　これを解くと，a＝ ５，－ 3となる。
　　　　　　③が点Aより左にあるので，a＝－ 3である。
　　　ⅱ　③が点Aより右にある場合
　　　　　CBの長さは( a＋ 2 )－(－ 2 a＋ ５ )＝ 3 a－ 3とおける。
　　　　　AからCBに下ろした垂線の長さはa－ １とおける。
　　　　　△ＡＢＣの面積が24なので以下の方程式が成り立つ。

　　　　　　( 3 a－ 3 )×( a－ １ )× １2 ＝24

　　　　　　これを解くと，a＝ ５，－ 3となる。
　　　　　　③が点Aより右にあるので，a＝ ５である。
　　　ⅰ，ⅱよりa＝－ 3， ５となる。


